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「宗教と国際社会
－バングラデシュで学ぶ国際社会の課題－」

科目説明会
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１．「宗教と国際社会」科目の概要（１）

＜開講学期＞２０２４年度春学期

＜単位＞ ２単位
＜対象＞ ２０２１年度生～２０２３年度生 （神学部生の場合）
※神学部では１類科目として、卒業単位に算入されます。
※神学部の２０２０年度以前生で出願を希望する場合は、事前に神学部
事務室へ相談してください。

※神学部以外の学生は、学部によって履修年次や卒業単位への算入可否が

異なりますので、各自で所属学部事務室へ確認してください。

＜募集人数＞８名 （うち、神学部以外の学生は２名まで）
最少催行人数５名
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２．「宗教と国際社会」科目の概要（２）シラバス
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２．「宗教と国際社会」科目の概要（２）シラバス
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＜授業計画＞

※抜粋



３．フィールドワーク先の国

バングラデシュ人民共和国
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３．フィールドワーク先の国

水の国
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３．フィールドワーク先の国

緑の国

6



３．フィールドワーク先の国

米の国
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３．フィールドワーク先の国

人の国
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３．フィールドワーク先の国

難民を抱える国
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３．フィールドワーク先の国

ゴミと汚染に苦しむ国
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３．フィールドワーク先の国
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数多の児童問題を抱える国



３．フィールドワーク先の国

宗教と社会
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国教がイスラム教（人口の約９割)



３．フィールドワーク先の国

宗教と社会
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宗教的少数派の置かれた状況
ヒンズー教徒、キリスト教徒、仏教徒等



３．フィールドワーク先の受入れ団体
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３．フィールドワーク先①

Delight Foundationのキャンパス
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３．フィールドワーク先の施設

Delight Children Homeの子どもたち
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３．フィールドワーク先の施設

Delight Primary School
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３．フィールドワーク先②キャンパスが所在する村
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３．フィールドワーク先③シュンドルボン
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４．旅程［予定］（１）
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内容 食事・宿泊

8/22（木）

関西国際空港10：55発
→経由地（シンガポール）16：40着・20:35発
→バングラデシュ・ダッカ22：40着
＊関西国際空港より科目担当教員１名同行

朝× 昼〇機内 夜〇機内
ダッカ・
現地ホテル泊

8/23（金）
ダッカ→［車移動］→ゴパルガンジ
フィールドワーク
（乳搾り体験、村のごみ拾いなど）

朝○ 昼○ 夜○
ゴパルガンジ・
現地施設ゲストフロア泊

8/24（土）
フィールドワーク
（村市場見学、村見学、釣り・農業体験、
夕食づくり体験など）

朝○ 昼○ 夜○
ゴパルガンジ・
現地施設ゲストフロア泊

8/25（日）
日曜礼拝
ゴパルガンジ→［車移動］→クルナ出港
シュンドルボン（マングローブ）見学

朝○ 昼○船内 夜○船内
シュンドルボン・船中泊

8/26（月） クルナ帰港→［車移動］→ゴパルガンジ
朝〇船内 昼〇船内 夜〇
ゴパルガンジ・
現地施設ゲストフロア泊



４．旅程［予定］（２）
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内容 食事・宿泊

8/27（火）
フィールドワーク
（朝食および夕食づくり体験・デライト小学校
ピクニック・夜のお茶屋見学など）

朝〇 昼〇 夜〇
ゴパルガンジ・
現地施設ゲストフロア泊

8/28（水）
ゴパルガンジ→［車移動］→ダッカ
フィールドワーク（市場・工場見学など）
ダッカ23：55発

朝○ 昼○ 夜○
機中泊

8/29（木）
→経由地（シンガポール）6：05着
経由地8：30発→関西国際空港16：10着

朝（未明）〇機内
昼〇機内 夜×

※今後の世界情勢などにより、変更が生じる可能性があります。飛行機の減便に
より出発が8/21（水）に前倒しとなる、当日の飛行機の遅延により8/29（木）
中に帰宅できないなど、日程が多少前後する可能性もあるため、注意すること。



５．出願［予定］

＜出願期間＞
２０２４年３月２５日（月）１０：００

～３月２７日（水）１７：００

＜提出書類＞
①志望理由書－所定用紙（４００字程度）
②願書－所定用紙

※パスポートの有無や有効期限も記入します。
パスポート残存期間はバングラデシュ入国時に６ヶ月以上必要です。
また、査証用にパスポートの空白ページが３ページ以上必要です。

③誓約書－所定用紙
※保証人の方の署名が必要です。

▼提出書類の所定フォームは、本説明会終了後に神学部ホームページに掲載予定
です。ダウンロードのうえ記入してください。

▼３月１５日に公開予定の神学部登録要領もあわせてご確認ください。
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６．選考［予定］

志望理由書と科目担当教員の面接により総合的に判断する

＜面接日時＞ ２０２４年３月２９日（金）終日予定を空けておくこと

※面接時間等の詳細は、出願締切後に大学付与のメールアドレス宛に個別に連
絡するため、メールを頻繁に確認のうえ、回答を求められた場合は速やかに
返信すること。

＜結果発表＞ ２０２４年３月３０日（土）１０：００～ DUET
※2024年度春学期（月曜・5講時）に事前授業がありますので、他の履修科目
と時間割重複にならないよう注意してください。
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７．参加費納入（１）

＜費用＞ 約２８万円

※参加費に含まれるもの
航空運賃・現地宿泊費・スケジュールで含むとされた食費・査証代行手続料
・海外旅行保険料・空港諸税・燃油サーチャージ

※参加費に含まれないもの
スケジュールで含まないとされた食費・日本国内における自宅から発着
空港までの交通費・個人的性格の諸費用（電話代・疾病等に関する医療費
・パスポート取得費用等）
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７．参加費納入（２）

＜期日＞ ①申込金（７万円）：２０２４年５月（予定）
②申込金を除いた額：２０２４年７月（予定）

※今後の世界情勢や為替の変動などにより、プログラムの内容や参加費用に
変更が生じる可能性があります。事情により金額不足となった場合は不足
金額分を追加徴収させていただきます。逆に、実費が徴収した参加費用を
下回った場合は、差額を返金します。

25



８．旅費補助および奨学金 －合格評価を得た後に－

●ALL DOSHISHA教育推進プログラム「宗教と国際社会」
合格者に対する旅費補助

※2024年度は全学部生が対象です。

＜支給額＞ １０万円
＜支給時期＞ 成績発表の約１ヶ月後

●同志社大学海外活動を伴う正課科目履修者に対する奨学金
※「宗教と国際社会」を卒業単位に算入する学部に所属の学生に限ります。
単位の取扱については、所属学部事務室へ確認してください。

＜支給額＞ ５万円
＜支給時期＞ 成績発表の約２ヶ月後

▼手続の詳細は事前授業にて説明予定です。
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９．＜重要＞出願にあたりご注意ください（１）

①キャンセルは認められません。渡航先の国・地域の状況やそれに
伴うリスク等もふまえ、参加について充分に考慮し、保証人の方
ともよく相談したうえで出願してください。
プログラムに参加することが決定した後にキャンセルされた場合、
理由の如何にかかわらず、キャンセル料の支払が必要となること
があります。また、参加費全額返金の保証はできません。
渡航先の危険情報、医療・衛生、文化・宗教に関する情報に
ついては、例えば以下のようなサイトを参照してください。

例）外務省海外安全ホームページ https://www.anzen.mofa.go.jp/
外務省世界の医療情報ホームページ

https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/medi/asia/bangla.html
在バングラデシュ日本大使館ホームページ

https://www.bd.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
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９．＜重要＞出願にあたりご注意ください（２）

②事前授業には必ず出席してください。体調不良などやむを得ない
事情により欠席の場合は、必ず担当教員へ事前に相談すること。
事前連絡なく欠席した場合は、フィールドワークに参加できなく
なります。また、成果報告会での報告も必須です。

③本学では、海外渡航を伴うプログラムについて、外務省海外安全
ホームページの危険情報レベル 2 以上または感染症危険情報
レベル 2 以上が発出されている場合は、「学生本人の意向に
かかわらず、大学として渡航を見合わせる」としています。
また、状況変化による入国制限や査証発給の遅延等により渡航
できない可能性があることや、現地情勢の急激な悪化等により
大学が渡航中止を指示する場合があることをご理解ください。
渡航後であっても大学長による帰国勧告等が出された場合は帰国
しなければなりません。あらかじめご了承いただくと共に、その
際は、渡航先や大学の指示に従ってください。

④上述の①～③に記載する事態に伴い発生する費用については、
参加学生の負担となります。
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10．参加学生から/質疑応答

・参加学生から
2023年度にこの科目を履修した神学部学生より、バングラデシュでのフィールドワークで
経験したこと、学んだことを紹介。
詳しくは下記の成果報告会の動画をご覧ください。

「宗教と国際社会」（2023年度春学期科目）9月22日成果報告会 動画配信

https://theo.doshisha.ac.jp/theo/news/2023/1012/news-detail-129.html
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・質疑応答


